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１ 3年ぶり！ 花の観察会を開催‼

アゼオトギリとは？
裏面へどうぞ

令和4年8月7日（日）にアゼオトギリ花の観察会を
開催しました！
観察会は、佐奈川沿いの3箇所で実施しました。約1

時間半にわたって、各箇所できれいな黄色い小さな花
を咲かせたアゼオトギリの様子をじっくりと観察する
ことができました。

3年ぶりの開催でしたが、地域の方々や地元小学校
の先生などにご参加いただき、参加者間で今後の活動
についての意見交換も活発に行われました。地域に根
付く保全活動の輪を広げていけるよう、引き続き頑張
ります！

令和4年度アゼオトギリ花の観察会 集合写真

水路内に立派なアゼオトギリの
花が咲いていました♪
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４
ちょこっと ひとネタ～多気町役場～

取扱いには届出が必要です
H２９年３月３１日三重県指定希少野生動植物種に

アゼオトギリが指定されました。採取、移植などの
取扱いには三重県に届出が必要です。
※許可なく採取等行うことは条例違反となります。

《お気軽にお問合せ下さい》

●多気町 町民環境課 TEL0598(38)1113
建 設 課 TEL0598(38)1116

問合せ先 ●三重河川国道事務所調査課
TEL059(229)2216

アゼオトギリとは？

田んぼの畦や日当たりが良く湿った場所に生える
多年草でオトギリソウ科の一種です。三重県内では
H25年に48年ぶりに発見されました。

自粛生活が続いていますが、川沿いや
田んぼの畦を散歩してみてください。ア
ゼオトギリが見つかるかも！？
ちょっと話聞きたいなどなど、お気軽

にお問合せ下さい。

（過去のアゼオトギリNewsは三重河川国道事務所HPに掲載しています。 URL:https://www.cbr.mlit.go.jp/mie/river/azeotogiri/index.html）

２
アゼオトギリ自生地や事務局が管理している移植

地で、７月末に夏のモニタリング調査を行いました。
調査では、新たに発芽した株の有無や、開花状況に
ついて調査しました。
調査の結果、自生地では、新規個体や開花個体は

確認されませんでしたが、移植地では、新たに発芽
した個体や開花した個体をいくつか確認することが
できました！

３夏のモニタリング調査 佐奈川の生き物～河川水辺の国勢調査～

国土交通省では、河川にすむ生き物の調査「河川
水辺の国勢調査」を平成2年度から継続的に行い、河
川環境の基礎資料として活用しています。
流れの緩やかな佐奈川下流付近は、アゼオトギリ

以外にも色々な生き物がいます。

アゼオトギリニュースHP

丹生大師
写真は多気町丹生にある丹

生大師です。このお寺には真
言宗の開祖で有名な、弘法大
師（空海）が祀られています。
写真の仁王門は令和元年に大
改修されました。
春には桜、7～8月ごろには

白水蓮が咲き美しい景色を見
ることができます。みなさん
も是非訪れてみてはいかがで
しょうか。

次回の秋の調査は10月下
旬ごろで、開花した個体の
結実状況等を調べます。次
号で、また、調査結果につ
いて紹介します。

桜づつみ公園の開花個体
夏の調査では、移植地で

草刈りも実施しました。ア
ゼオトギリより背丈が伸び
た植物の上層部を手で切り
取り、適度な日光が差し込
むようにしました。きれい
な花を咲かせ、種子をつけ
てほしいです！

草刈りの様子

オオヨシキリ

夏にヨシを束ねて巣をつくり、
大きく特徴的な声で鳴きます。

ミナミメダカ

緩やかな流れでみられます。
昔は身近にみられましたが、
最近は減少しています。

アオハダトンボ ミクリ

河川や湖沼などでみられ、
夏に白い花が咲きます。

水草が生えたきれいな水の
近くでみられます。県内でも
減ってきた貴重なトンボです。

佐奈川で、いろいろな生き物を
探してみませんか？
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